
おおさか自治体の仲間　2013年８月15日　第294号 ６７ 2013年８月15日　第294号　おおさか自治体の仲間

■
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
と
マ
ス
コ
ミ
で
は
騒

い
で
い
ま
す
が
、
私
た
ち
に
と
っ
て
は
全
く

実
感
が
わ
き
ま
せ
ん
。
一
連
の
橋
下
市
長
の

発
言
や
そ
れ
を
擁
護
す
る
政
治
家
の
態
度
に

な
ん
だ
か
さ
び
し
い
思
い
さ
え
す
る
、
こ
の

頃
で
す
。

 

若
杉　

絹
子
（
吹
田
市
職
労
）

■
今
年
は
選
挙
も
あ
り
、
夏
の
イ
ベ
ン
ト
あ

り
、
毎
日
、
忙
し
く
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
!!

 

向
井　

務
（
堺
市
職
労
）

■
障
害
者
入
所
施
設
の
現
場
で
再
任
用
３
年

目
で
す
。
62
歳
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
が
ん
ば

り
ま
す
。
他
の
職
員
に
再
任
用
の
制
度
や
運

用
の
問
題
を
知
っ
て
ほ
し
い
し
、
組
合
役
員

に
も
制
度
問
題
を
考
え
、
改
善
し
て
ほ
し

い
。
ま
た
、
利
用
者
や
家
族
に
も
っ
と
応
え

ら
れ
る
施
設
に
し
た
い
も
の
で
す
。

 

中
井　

芳
輝
（
大
阪
府
職
労
）

■
木
下
惠
介
監
督
の
映
画
を
も
う
一
度
見
直

し
た
く
な
り
ま
し
た
。
何
回
見
て
も
考
え
て

し
ま
う
映
画
ば
か
り
で
す
。
ほ
の
ぼ
の
と
し

た
日
常
の
中
に
人
間
の
強
い
も
の
を
描
い
た

じ
っ
く
り
と
見
ら
れ
る
も
の
ば
か
り
で
す
か

ら
。

 

兼
田　

康
子
（
八
尾
市
職
労
）

■
初
め
て
整
体
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
何

と
、
35
歳
以
上
の
身
体
と
言
わ
れ
て
し
ま

い
、
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
て
い
ま
す
。（
ま
だ

20
代
な
の
に
…
）
今
か
ら
少
し
ず
つ
身
体
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
し
て
い
こ
う
と
反
省
し
ま

し
た
。

 

徳
原　

尚
子
（
東
大
阪
市
職
労
）

タ
テ
の
カ
ギ

❶
菓
子
を
入
れ
た
折
り
箱

❷
○
○
○
貫
徹

❸
亀
の
○
○
よ
り
年
の
○
○

❺
○
○
で
も
テ
コ
で
も
動
か
ぬ

❻
う
で
ま
え
。
改
革
に
○
○
○
○
を
振

う
❼
○
○
○
列
車
に
ご
注
意
を

❾
土
を
す
き
起
こ
す
た
め
の
機
械

13
富
山
湾
等
で
物
体
が
空
中
に
浮
か
ん

で
見
え
た
り
す
る
現
象
。
逃
げ
水
。

15
暗
に
そ
そ
の
か
す
こ
と
。
○
○
に
富

む
16
目
が
○
○
に
な
る

17
憲
法
で
保
障
さ
れ
て
い
る
基
本
的
○

○
○
○

18
○
○
○
○
に
手
紙
を
し
た
た
め
る

19
夕
焼
け
空
の
○
○
○
雲

21
滝
の
○
○
○
を
浴
び
て
超
気
持
ち
イ

イ
23
○
○
的
な
ご
ま
か
し

25
や
っ
と
○
○
が
回
っ
て
き
た

ヨ
コ
の
カ
ギ

❶
女
性
が
手
紙
の
末
尾
に
用
い
る
語

❹
短
気
な
○
○
○
○
は
直
ら
な
い

❽
論
よ
り
○
○
○
○

10
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
そ
び
え
立
つ
○
○

○
の
女
神

11
こ
こ
は
○
○
の
一
手
だ

12
土
用
の
○
○
の
日

14
三
十
一
文
字
。
短
歌
に
同
じ

15
試
し
に
運
転
状
態
を
試
験
す
る
こ
と

17
彼
女
の
結
婚
の
際
の
○
○
○
○
○
は

３
０
０
０
万
円
と
か

19
妙
○
○
が
浮
か
ん
だ

20
千
を
表
す
単
位
。
１
○
○
グ
ラ
ム

21
新
し
い
こ
と
。
○
○
設

22
一
家
の
暮
ら
し
向
き
。
○
○
○
が
苦

し
い

24
う
つ
む
け
に
同
じ

26
胸
の
う
ち
。
○
○
○
○
に
な
い

27
天
変
地
異
で
食
糧
が
欠
乏
す
る
こ
と

応
募
の
方
法

　

ハ
ガ
キ
に「
解
答
」「
所
属
組
合
名
」

「
職
場
名
」「
氏
名
」「
住
所
」を
書
い

て
、
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の

中
か
ら
抽
選
で
５
人
に
図
書
カ
ー
ド

を
お
く
り
ま
す
。

送
付
先

〒
５
３
０
―
０
０
４
１
大
阪
市
北
区

天
神
橋
１
丁
目
13
―
15　

大
阪
グ
リ

ー
ン
会
館
４
階　

大
阪
自
治
労
連

「
お
お
さ
か
自
治
体
の
仲
間
」編
集
部

応
募
の
締
め
切
り
／
９
月
30
日

正
解
と
当
選
者
の
発
表
／
２
０
１
３

年
10
月
号
の
紙
面
に
掲
載

５
月
号
・
６
月
号
の
当
選
者

　

抽
選
で
次
の
５
人
の
み
な
さ
ん
に
図

書
カ
ー
ド
を
贈
呈
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

〈
５
月
号
〉▼
松
島
美
穂（
大
阪
府
職
労
）

▼
藤
田
恵
次（
堺
市
職
労
）▼
有
家
裕
子

（
吹
田
関
連
）▼
今
井
裕
子
（
東
大
阪
市

職
労
）
▼
佐
野
善
昭
（
守
口
市
職
労
）

〈
６
月
号
〉▼
中
西
清
美（
大
阪
府
職
労
）

▼
福
嶋
康
成（
堺
市
職
労
）▼
徳
原
尚
子

（
東
大
阪
市
職
労
）
▼
泉
博
文
（
枚
方

市
職
労
）
▼
若
杉
絹
子（
吹
田
市
職
労
）

（解き方）二重ワクの文字を並べ替えて意味の
通る言葉にしてください。

出題者：山本汎昭さん

ヒント：灯火管制がなくなった日

６月号の解答
「ジンケンヨウゴ」
（32通の回答）

ゴカク　キミジカ
チヤサジ　チヨウ
ソク　ヤシ　ウン
ウ　フクヨウキ　
　センタクシ　ア
ケイ　イド　ソン
イホウ　ウチウミ
トクバイ　エデン

５月号の解答
「サンギインセンキヨ」

（32通の回答）

ジマク　タクハイ
リヨウシ　リクチ
ヒケ　ヨウ　ギジ
ン　コウシエン　
　サンブンシ　ヨ
キク　シボ　カイ
イセイ　ウツセミ
トンカツ　テツヤ

「財政問題学習会」

人件費は「財源」ではない！
市民のためのものだ！

（泉佐野市職労）

件費の削減が赤字の穴埋めや借金の返済にあてられ、
しかも千代松市長就任以降は市長の公約実現の「財
源」に使われてきたことが明らかにされました。

「人件費」の考え方を意思統一
　人件費の単価を削り、職員数も減らし、10年前から
半減している職員数を、幼保一体のこども園構想、ご
み収集の全面委託や、民間委託・民営化、職員の非正
規化によりさらに削減しようとしています。
　人件費は「財源」ではなく、福祉や市民のくらしを
充実させるためのものであることを明らかにしていこ
うと意思統一しました。

困難な時だからこそ「学ぶ」
　千代松市長の独裁・暴走とたたかう泉佐野市職労で
は、「困難な時ほど学習」を合言葉に、学習会を繰り
返しています。直近では大阪自治体問題研究所に財政
分析を依頼し、７月17日には財政問題学習会を実施し
ました。
　学習会では、人件費８％カットを前提とした実施プ
ランはそもそも必要がなかったこと、及びこの間の人
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「学べば、力」―７月17日の財政問題学習会

優れものの共済に入って
自分で自分を保険する

ファイナンシャルプランナー
松山　陽子さん

必要最小限の保障を
掛金の安いセット共済でカバーして

現金貯蓄＝自己保険現金貯蓄＝自己保険ががオススメですオススメです

　組合で扱っている共済は優れものです。特に「セット共済」がい
いなと思うのは１年更新だから。子どもの成長に合わせて何年かの
間隔で掛金と保障を見直すことができる非常に合理的な内容ではな
いかと思います。
　もう一つは、自分で自分を保険するということです。
　いままで高く払っていた民間保険をやめて、共済にすることによ
ってお金が浮いてきます。そのお金を貯蓄に回せば、万が一、何が
あっても、そのお金は十分に使えます。
　ファイナンシャルプランナーとしては、労働組合の共済に入り、
貯蓄を増やすことをお勧めします。

いちばん確かで自由に使える 民間の終身保険を「共済」と「貯蓄」
という新しい発想で提案します

　民間終身保険の保険料は期間限定保険の
数倍も高額です。
　でも、もし老後に介護が必要になった場
合、保険料のごく一部の解約返戻金しか受
け取れません。
　たとえば終身保険料25,000円／月を20年
払った場合、600万円になります。
　600万円があれば、介護保険負担金にも
医療費にも自由に使えます。だから、将来
への備えの一つに「いちばん確かで何にで
も使える貯蓄＝自己保険」を増やすことが
大切、と考えるのです。
　安い掛金で大きな保障の「セット共済」
に切り替えて、保険料の差額を貯蓄に回
し、安心の老後を送れるようにすることを
提案します。


